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例年、マレーシア・マラッカ市にあるセントフランシス学院
とは夏の中高生の派遣での学校訪問や、秋にセントフランシス
学院の生徒受け入れ事業等による交流を行っていますが、今年
は新型コロナウイルスの影響で中止しました。そこでセントフ
ランシス学院との交流を継続して実施し、霧島市の学生に国際
交流の機会を提供することを目的に、１２月に高校生同士のリ
モート交流を開催することとなりました。
リモート交流の様子は、次回の会報で紹介する予定です。お

楽しみに！！

農商工連携がんばろう市に出展します！
例年、１１月のふるさと祭に霧島市国際交流協会のブース
を出展していましたが、今年は１１月７・８日、１４・１５
日に牧園町で行われる「農商工連携がんばろう市」に出展し
ます。
７日は第一工業大学留学生、１４・１５日の２日間は霧

島市国際交流員によるワークショップを開催します。
１４・１５日は国際交流員のフェイスペイント、紙工作体
験ができます。また期間中、青少年海外派遣事業の紹介、国
際交流員・第一工業大学・鹿児島高等専門学校の留学生によ
る自国紹介パネルを展示します。皆様のお越しをお待ちして
います！！

マレーシア・マラッカ市

セントフランシス学院との
リモート交流

霧島市国際交流協会

昨年のふるさと祭りの様子
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有村 貴行さん

平成30年度派遣生
派遣先：アメリカ
派遣当時：

高校３年生

事務局より
有村さんへのインタビューい
かがでしか？過去の派遣生
が学んだことを活かして元
気に活躍している姿は嬉し
いですね！今年度の海外派
遣は中止となり、コロナ禍で
海外へ行く事は難しいです
が、我々も身近にできる国
際交流を続けていきたいで
す。



今年はコロナ禍で様々な国際交流イベントが中止になるな
か、身近に楽しんでいただける国際交流として、霧島市国
際交流員の講座をご紹介します!!

身近にできる

英語でティータイム 韓国カルチャー体験

ハングルでしおり作り
最初にハングル文字の成り立ちをハナ先生
が教えてくれました。その後は資料を見な
がら、実際にハングル文字を書く練習。ハ
ングル文字も日本の書道のように様々なカ
リグラフィーがあるようです。
最後は押し花・シール・リボン、用意され
た色々な素材を使ってしおり作り。自分の
名前や好きな言葉など、それぞれ思い思い
のしおりが出来上がりました！ハングル文
字で書くだけで、なんだかオシャレに見え
ますね～♡

↑お勉強の時間 ↑何て書いてあるでしょう？

国際交流キッチン

韓国の秋夕の料理と伝統遊び
秋夕（チュンソク）は、韓国で旧暦の8月１５
日に祖先の墓参り等を行う、日本のお盆のよう
な祭日です。ハナ先生から秋夕の説明を受けた
後、皆で伝統料理「コチジョン」と「マッサル
ジョン」を作りました。簡単で見た目もかわい
かったです！料理の後は、試食しながら伝統遊
び「ユッノリ」「コンギノリ」に挑戦！「ユッ
ノリ」は木の棒を使った日本のすごろくのよう
な遊びで、「コンギノリ」はおはじきのような
道具を使った遊びです。初めて見る道具にみん
な興味津々でした！

↑かわいくできました！ ↑コンギノリはちょっと難しい～

英語で遊ぼう
９月から新しく始まった講座で、未就学児の親
子を対象としています。広い部屋で、赤ちゃん
から幼児までみんなのびのび楽しそうに走り回
ったり、寝転んだりしていました！
初回は「エマ先生の自己紹介」「英語であいさ
つ」「アメリカはどこにあるのかな」「英語遊
び歌」「英語絵本の読み聞かせ」「色探し」な
ど休憩含め１時間盛りだくさんの内容でした。
絵本は日本の子供達も大好きな「はらぺこあお
むし」でしたが、英語で聞くのは初めてで新鮮
でした。遊び歌「Head shoulders knees & Toes」
は段々早くなるテンポに大盛り上がりでした！

↑遊び歌は大盛り上がり♪ ↑絵本の時間

国際交流員（CIR）による講座は広報きりしま、霧島市ホームページ、当協会ホームページでも
ご案内しています。興味のある方はぜひご覧ください。

英語でティータイムでは、毎月テーマに沿
って、飲み物を飲みながらアメリカの文化
等について話します。講座のほとんどは日
本語で話され、時折英語で話す際も同じ内
容を日本語でも話してくれるので、英語が
苦手な方も安心して参加できます。参加者
は幼児からお年を召した方まで、男女比も
ちょうど半々くらいでした。講師に対する
質問は日本語・英語どちらでも大丈夫！日
本とアメリカの文化の違いについて様々な
意見が出ました。しばしばエマ先生が「え
～っと、これは日本語で何でしたっけ？」
と言う質問にみんなで答えたり、終止和や
かな雰囲気の講座でした！

↑まずは飲み物を選んで♪ ↑今回のテーマは「ハロウィーン」！



９月に予定していた国際親善レガッタ
は中止とさせていただきました。参加申
し込みをしてくださった方、関係者の方
々申しわけございませんでした。
また霧島隼人浜下りは例年より規模を
縮小することになったため、今年は協会
としての参加を見送りました。初午祭も
同様に規模縮小が決定しましたので、今
年度は参加いたしません。
コロナ禍ではありますが、細心の注意
を図り、少しでも国際交流イベントを開
催できるよう頑張ってまいります！

お し ら せ

•Ａ.通訳(国際交流イベント・諸外

国訪問団歓送迎会等）

Ｂ.翻訳(手紙などの簡単な文書)

条件：日本語が堪能で、かつ日本

語以外の言語で日常生活に必要な

語学力以上の能力を有する方。

語学

ボランティア分野

•外国人を家庭に迎え、相互交

流を行う。

条件：市内在住で家族全員の

同意を得ていること

ホスト

ファミリー分野

•国際交流・国際協力事業などでのイ

ベント運営支援・外国人支援活動、

日本伝統文化の紹介・指導などを行

う。

条件：伝統文化の紹介・指導の登録

希望者は、指導者としての資格を所

持ないし指導経験が豊富である方。

サポート

ボランティア分野

霧島市国際交流協会では国際交流ボランティアを随時募集
しています！国際交流に興味のある方、ボランティアに登録
してみませんか？現在、下記の３分野にてボランティアを募
集しております。直近のボランティアの活動例としては
・国際交流イベント時の通訳依頼
・留学生や在留外国人を対象とした語学指導
などがありました。
またボランティアの利用の受付もしております。お知り合
いの外国人でボランティアの力を借りたい方がいましたら、
国際交流ボランティア制度をぜひご活用ください。

詳しいボランティア制度の内容や申込用紙は、協会事務局（国分シビックセンター行政棟２階市民
活動推進課内）や協会ホームページにてご案内しております。ご興味のある方はお気軽にお問い合わ
せください。

Seasonal event

アメリカでは毎年１１月の第4木曜日はサン
クスギビングデーと呼ばれ、家族や親戚、友
人が集まって一緒に食事を楽しみ過ごす日で
日本でいうお正月のようなものです。
イギリスからアメリカの大陸に渡った入植

者がアメリカの先住民族であるインディアン
から狩猟や農耕を学び、やっと初めて収穫を
迎えた日、その収穫を喜び、神様に感謝した
というのがサンクスギビングデーの始まりで
す。七面鳥を食べるのが一般的で
すが、感謝祭の朝には、大統領が
二羽の七面鳥を屠殺される運命か
ら恩赦する行事が、ホワイトハウ
スで行われます。

Thanksgiving Day


